
160 

明
代
の
光
藤
寺
と
そ
の
監
察
に
つ
い
て

間

野

潜

音色

光
旅
寺
と
は
、
い
わ
ゆ
る
九
寺
の
一
で
あ
る
が
、
そ
の
先
縦
は
漢
代
に
宮
政
援
門
戸
の
事
を
掌
っ
た
光
旅
動
に
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
。
逼

典
巻
二
五
、
職
官
七
、
光
緑
卿
の
僚
に
、

秦
有
郎
中
令
、
掌
宮
殿
援
門
戸、

漢
因
之
、
至
武
帝
太
初
元
年
、
更
名
光
様
動
、
後
漢
日
光
稔
動
、
所
掌
同
典
三
署
郎
、
更
直
執
戟
宿

街
、
考
其
徳
行
、
市
進
退
之
、
郊
杷
之
事
、
掌
三
献
、
光
旅
動
居
禁
中
、
有
獄
在
股
門
外
、
謂
之
光
旅
外
部
、
雨
漢
白
光
椋
太
中
中
散
諌

議
等
大
夫
、
及
謁
者
僕
射
羽
林
郎
郎
中
侍
郎
五
官
武
貰
左
右
等
中
郎
勝
、
奉
車
尉
馬
二
都
尉
、
車
戸
騎
三
将
、
並
属
光
旅
動
、
建
安
末
、

復
改
光
旅
動
、
震
郎
中
令
、
親
黄
初
元
年
、
復
魚
光
旅
動
、
(
中
略
〉
梁
除
動
字
、
調
之
光
乱
脈
卿
、
卿
蓄
硯
列
曹
向
書
、

天
監
中
親
中
庶

子
、
職
輿
漢
向
、
後
貌
又
置
少
卿
、
北
斉
日
光
緑
寺
、

置
卿
少
卿
、
粂
掌
諸
膳
食
帳
幕
、
惰
文
帝
開
皇
三
年
、
康
光
雄
寺
入
司
農
、
十
二

年
復
置
、
初
有
卿
及
少
卿
各
一
人
、
場
帝
加
置
二
少
卿
、

大
唐
龍
朔
二
年
、
改
光
乱
脈
寺
鯖
司
宰
寺
、
戚
亨
初
復
蓄
、
光
宅
元
年
篤
司
膳
、

紳
龍
初
復
蓄
、
卿
一
入
掌
絡
献
行
事
、
少
卿
二
人
領
太
官
、
珍
蓋
、
良
閥
、

掌
瞳
等
四
署
、
署
各
有
令
丞
、
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と
あ
り
、
そ
の
饗
遁
を
た
く
み
に
概
述
し
て
い
る
よ
う
に
、

も
と
も
と
宮
肢
の
宿
衡
を
掌
っ

て
い
た
職
が
、
北
賛
ご
ろ
に
な

っ
て、

膳
食
帳
幕

に
閲
す
る
職
務
を
粂
掌
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
惰
唐
に
は
専
ら
朝
倉
宴
食
を
捨
嘗
す
る
官
職
に
襲
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
こ

と
は
、
事
物
紀
原
巻
玉
、
九
寺
卿
少
部
第
二
回、

光
緑
の
僚
に
も
、

北
青
粂
掌
膳
、
惰
全
掌
諸
殺
膳
、
不
掌
宮
股
、



と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
職
掌
の
襲
蓮
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
逼
典
に
奉
げ
て
い
る
唐
代
光
融
寺
の
太
官
以
下
の
四
署
に
づ
い
て

は
、
す
で
に
陪
書
巻
二
八
、
百
官
志
下
に
、

光
雄
寺
、
統
太
官
肴
臓
良
醜
掌
臨
等
署
、

と
あ
っ
て
、
惰
代
か
ら
こ
れ
ら
の
四
署
に
嘗
る
官
聴
が
設
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
奮
唐
書
巻
四
四
、
職
官
三
、
光
旅
寺
の
僚
に
、

卿
一
員
、
少
卿
二
員
、
卿
少
卿
之
職
、
掌
邦
園
酒
醒
膳
蓋
之
事
、
抱
太
官
珍
蓋
良
醜
掌
臨
四
署
之
官
属
、
僑
其
儲
備
、
謹
其
出
納
、
少
卿

魚
之
託
、
固
有
大
祭
組
、
則
省
牲
鎮
硯
濯
源
、
若
三
公
揖
祭
、
則
漏
之
移
献
、
朝
舎
宴
享
、
則
節
其
等
差
、

量
其
豊
約
以
供
鷲
、

と

い

う

の

は

、

全

く

惰

制

を

受

け

て

、

宋

史

巻

一

六

回

、

よ
り
具
瞳
的
に
説
明
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

つ
い
で
宋
代
に
は
、

光
椋
寺
の
保

と
い
い
、 卿

、
掌
祭
記
、
朝
舎
、
宴
饗
、
酒
盟
、
膳
差
之
事
、
情
其
儲
備
、
而
謹
其
出
納
之
政
、
少
卿
漏
之
京
、

お
お
む
ね
惰
唐
の
制
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

①
 

丞
参
領
之
、
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そ
の
後
、
遼
に
お
い
て
も
、
そ
の
職
掌
は
ほ
と
ん
ど
襲
わ
る
こ
と
な
く
纏
承
さ
れ
た
。
欽
定
績
文
献
逼
考
巻
五
五
で
は
、

@
 

遼
南
面
、
光
旅
寺
官
、
有
卿
少
卿
丞
主
簿
、
後
避
太
宗
語
、
改
魚
崇
縁
寺
、

と
い
う
が
、
さ
ら
に
金
に
な
る
と
、
そ
の
光
旅
寺
の
職
掌
は
全
く
宣
徽
院
に
お
，い
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
欽
定
績
文
献
通

考
巻
五
五
に
、
前
の
遼
の
記
事
に
つ
づ
'
い
て
、

造
、
不
設
光
旅
寺
、
其
職
見
於
宣
徽
院
、

と
あ
り
、
金
史
巻
五
六
に
は
、
宣
徽
院
の
職
掌
を
説
明
し
て
、
「
掌
朝
曾
燕
享
、
凡
殴
庭
躍
儀
、
及
監
知
御
膳
」
と
の
ベ
て
、
光
椋
寺
の
地
翠
回

す
る
任
務
、
が
ふ
+
-
く
宣
徽
院
に
移
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
お
よ
そ
宣
徴
院
の
名
は
唐
に
始
ま
っ
た
と
い
う
が
、
主
と
し
て
置
か
れ
た
の
は
遼
、
金
、

@
 

元
の
三
朝
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
光
旅
寺
の
職
掌
を
繕
承
し
た
の
は
、
金
、
元
二
朝
に
限
ら
れ
、
金
に
お
い
て
は
、
そ
の
宣
徽
院
の
隷
下
に
、
儀
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驚
局
、
太
暫
院
、
御
輔
衆
院
な
ど
と
並
ん
で
、
向
食
局
、
向
臨
署
な
ど
、

か
つ
て
の
光
旅
寺
に
隷
し
た
部
局
が
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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元
は
こ
の
金
の
制
度
を
踏
襲
し
た
。
元
史
巻
入
七
、
宣
徽
院
の
僚
に
よ
る
と
、

宣
徽
院
、
秩
正
三
品
、
掌
供
玉
食
、
凡
稲
梁
牲
牢
酒
酷
疏
菓
庶
口
問
之
物
、
燕
享
宗
戚
演
客
之
事
、

と
あ
り
、
向
食
、
向
索
、
向
臨
三
局
は
皆
こ
れ
に
隷
す
と
い
っ
て
い
る
。
元
朝
に
光
旅
寺
の
官
は
置
か
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
た
だ

「起
運

米
麹
諸
事
」
を
掌
る
官
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
も
宣
徽
院
に
属
す
る
官
鹿
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ヤ

で
は
明
代
の
光
旅
寺
は
、
ど
の
よ
う
な
職
掌
で
あ
っ
た
か
。
明
史
巻
七
四
に
よ
れ
ば
、

光
蔽
寺
、
卿
一
人
(
従
三
品
)
、
少
卿
二
人
(
正
五
口
問
)
、
丞
二
人
(
従
六
品
〉
、

其
属
典
簿
鹿
奥
簿
二
人

(
従
七
口
問
〉
、
録
事

一
人
(
従
入

品
〉
、
大
官
・
珍
差
・
良
酷
・
掌
臨
四
署
、
各
署
正
一
人
(
従
六
口
問
〉
、
署
丞
四
人
(
従
七
品
〉
、
監
事
四
人
(
従
入
品
)
、
司
牲
司
大
使

一

人
(
従
九
品
)
、
副
使
一
人
(
後
革
〉
、
司
牧
局
大
使
一
人
(
従
九
品
嘉
靖
七
年
革
)
、
銀
庫
大
使
一
人
、

と
職
官
を
定
め
、
さ
ら
に
、
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卿
、
掌
祭
享
宴
傍
酒
醒
膳
蓋
之
事
、
率
少
卿
寺
丞
官
層
、
排
其
名
数
、
曾
其
出
入
、
量
其
豊
約
、
以
聴
於
薩
部
、
凡
祭
組
、
同
太
常
省

牲
、
天
子
親
祭
、
準
飲
一
幅
受
昨
、
薦
新
循
月
令
献
其
品
物
、
喪
葬
供
実
鶴
、
所
用
牲
果
菜
物
、
取
之
上
林
苑
、
不
給
、
市
諸
民
、
親
時
佑

十
加
一
、
其
市
直
、
季
支
天
財
庫
、
四
方
貢
献
、
果
鮮
厨
料
省
納
、
催
謹
器
皿
移
工
部
、
及
募
工
粂
作
之
、
歳
省
其
成
敗
、
凡
鐘
宴
酒
食

及
外
使
降
人
、
倶
差
其
等
、

。而
供
給
駕
、
停
奉
宣
索
、
籍
記
而
覆
奏
之
、
監
以
科
道
官
一
員
、
祭
其
出
入
、
糾
禁
其
姦
弊
、

と
、
そ
の
職
掌
を
具
睡
的
に
示
し
、
そ
の
う
え
大
官
以
下
の
四
暑
等
に
つ
い
て
も
、

大
官
、
供
祭
品
宮
膳
節
令
鐙
席
蕃
使
宴
稿
之
事
、
珍
差
、
供
宮
膳
肴
核
之
事
、
良
醜
、
供
酒
酷
之
事
、

掌
臣
、
供
錫
油
醒
醤
梅
聾
之
事
、

司
牲
養
牲
、
覗
其
肥
病
、
而
錨
糠
之
、
司
牧
亦
知
之
、

と
、
そ
れ
ぞ
れ
ι

の
任
務
を
列
拳
し
て
い
る
。



と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
事
に
関
連
し
て
幾
つ
か
の
間
題
貼
が
浮
か
ん
で
く
る
。
ま
ず
第
一
に
、
光
帳
寺
の
創
設
に
つ
い
て
で
あ
る
。
明
史
巻
七

四
に
は
、初

、
果
元
年
、
置
宣
徽
院
、
設
院
使

(
正
三
品
)
、

之、

同
知
(
正
四
品
)
、

院
剣
(
正
五
品
)
、

典
簿
(
正
七
品
)
、

以
向
食
・
尚
酷
二
局
隷

と
い
い
、
太
租
寅
録
巻
二
五
、
呉
元
年
九
月
辛
卯
の
僚
に
は
、
明
史
と
同
じ
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
上
に
、
な
お
大
都
督
府
参
議
庇
崇
躍
を

院
使
に
任
じ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
明
代
の
光
旅
寺
は
、
臭
元
年
九
月
辛
卯
に
宜
徽
院
と
し
て
出
費
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

⑤
 

る。
と
こ
ろ
で
こ
の
創
設
の
年
で
あ
る
臭
元
年
は
、
朱
元
障
が
す
で
に
陳
友
諒
を
破
り
、
小
明
王
韓
林
見
を
な
き
も
の
と
し
て
、
自
ら
新
し
く
元

年
を
自
稽
し
た
年
で
あ
り
、
し
か
も
九
月
辛
卯
と
い
え
ば
、
強
敵
張
土
誠
を
倒
し
て
凱
歌
を
奉
げ
て
か
ら
旬
日
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
朱

元
環
に
と
っ
て
は
、
皇
帝
即
位
が
い
よ
い
よ
決
定
的
と
い
う
段
階
に
達
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
年
に
入
っ
て
園
家
建

設
的
鎧
制
へ
の
路
線
は
着
々
と
ひ
か
れ
て
い
た
。
臭
元
年
七
月
辛
丑
に
は
太
常
寺
、
司
農
、
大
理
、
勝
作
の
四
司
が
置
か
れ
、
八
月
葵
丑
に
は

員
丘
、
方
丘
、
及
び
祉
程
壇
を
つ
く
っ
て
山
川
を
紀
っ
た
と
い
う
如
き
も
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
九
月
辛
巳
張
土
誠

を
捕
え
て
数
日
後
に
、
内
使
監
(
御
用
監
〉
を
設
置
し
、
そ
の
月
の
辛
卯
に
は
宣
徽
院
を
置
き
、
十
月
に
は
園
子
撃
の
官
制
を
定
め
た
り
、
御

@
 

史
蓋
を
設
置
し
た
こ
と
な
ど
、
い
づ
れ
も
撲
を

一
に
し
た
慮
置
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
宣
徽
院
の
創
設
は
、
皇
帝
即
位
へ
の
布

石
と
し
て
、
園
家
諸
制
度
の
整
備
の
う
ち
、
祭
杷
宴
饗
睦
制
を
整
え
る
必
要
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
出
設
し
た
宜
徽
院
が
、
翌
年
の
洪
武
元
年
十
二
月
壬
申
に
至

っ
て
光
株
寺
と
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
J

太
組
貫
録
巻
三
七
、

同
日
の
僚
に
、

- 35-
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改
宣
徽
院
篤
光
乱
脈
寺
、
設
光
緑
卿
、
正
四
品
、
少
卿
正
五
品
、

蓄
、
以
徐
輿
租
、
魚
光
職
少
卿
、

〈
中
略
〉
所
属
向
食
等
局
、

叉
移
太
常
司
供
需
庫
隷
之
、
局
庫
官
品
、
白
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と
い
い
、
宣
徽
院
時
代
に
く
ら
べ
て
、
光
緑
卿
等
の
品
級
は
低
く
な
っ
た
が
、
機
構
の
面
か
ら
い
え
ば
、
太
常
司
供
需
庫
を
さ
ら
に
抱
え
込
ん

で
、
一
層
旗
充
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
開
設
後
わ
ず
か
一
年
有
除
で
宣
徽
院
か
ら
光
旅
寺
へ
と
改
愛
す
る
必
要
が
ど
こ
に

あ
っ
た
だ
ろ
う
か。

そ
の
黙
を
考
え
る
場
合
、

ま
ず
宜
徽
院
設
置
を
定
め
た
時
貼
に
か
え
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
臭
元
年
、

宣
徽
院
を
創

設
し
た
前
後
の
諸
制
度
整
備
の
吠
況
を
み
る
と
、
建
園
鶴
制
の
組
織
づ
く
り
の
た
め
に
、
に
わ
か
に
設
け
ら
れ
た
制
度
も
あ
り
、

ま
た
と
り
あ

え
ず
元
朝
鐙
制
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
宣
徽
院
も
共
通
す
る
幾
つ
か
の
職
掌
を
元
朝
睦
制
に
み
ら

れ
る
「
院
」
組
織
に
準
じ
て
形
成
し
よ
う
と
し
た
一
環
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
宣
徽
院
設
置
の
二
日
後
に
は
、

太
醤
監
を

①
 

改
め
て
太
留
院
と
な
し
、
翌
十
月
に
は
太
史
監
を
改
め
て
太
史
院
と
な
し
た
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
加
。

し
か
し
歳
改
ま
っ
て
洪
武
元
年
、
朱
元
湾
が
皇
帝
と
し
て
君
臨
し
、
諸
制
度
も
一

層
整
備
を
加
え
、
い
わ
ゆ
る
六
部
の
官
制
な
ど
が
整
え
ら

れ
て
く
る
と
、
と
り
あ
え
ず
設
置
し
た
即
位
前
の
制
度
と
の
聞
に
不
合
理
も
生
じ
て
く
る
。
す
で
に
洪
武
元
年
二
月
壬
子
に
出
さ
れ
た
詔
に
お

@
 

い
て
、
元
朝
治
下
に
馴
染
ん
で
き
た
胡
服
胡
語
胡
姓
を
禁
止
し
、
衣
冠
を
復
し
て
唐
制
の
如
く
な
ら
し
め
た
が
、
さ
ら
に
太
租
寅
録
巻
三
四
、

洪
武
元
年
八
月
丁
丑
の
僚
に
よ
れ
ば
、
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中
書
省
奏
、
定
六
部
官
制
、
部
設
向
書
正
三
品
、
侍
郎
正
四
品
、
郎
中
正
五
品
、
員
外
郎
正
六
品
、
主
事
正
七
品
、
先
是
中
書
省
、
惟
設

四
部
、
以
掌
銭
隷
膿
儀
刑
名
省
造
之
務
、
上
乃
命
李
善
長
等
、
議
建
六
部
、
以
分
理
庶
務
、
至
是
、
乃
定
置
吏
戸
撞
兵
刑
工
六
部
之
官
、

と
あ
り
、
そ
の
際
に
六
部
の
諸
官
に
識
し
た
詔
に
も
「
園
家
之
事
、
線
之
者
中
書
、
分
理
者
六
部
、
至
魚
要
職
」
と
い
っ
て
中
書

・
六
部
を
中

心
と
し
た
政
治
睦
制
を
考
え
、

ま
た
勝
作
司
を
も
っ
て
工
部
に
隷
せ
し
め
、

司
農
大
理
の
二
司
を
革
め
る
な
ど
の
改
襲
、
が
行
な
わ
れ
て
く
る

と
、
こ
れ
ら
六
部
の
諸
官
な
ど
と
宣
徽
院
と
の
地
位
が
問
題
と
な

っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
新
し
く
設
け
ら
れ
た
六
部
の
尚
書
が
正
三
品
と
定
め

ら
れ
た
の
に
射
し
、
す
で
に
あ
っ
た
宣
徽
院
院
使
も
正
三
品
で
は
ど
う
し
て
も
不
釣
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
手
直
し
す
る
に

⑩
 

蛍
っ
て
、
宣
徽
院
を
唐
制
に
か
え
し
て
光
椋
寺
と
改
め
、
光
旅
卿
を
正
四
品
の
口
同
級
に
降
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
明
舎
要
各
三

λ
、
光
融
寺
の
僚
に
、



洪
武
元
年
十
二
月
壬
申
、
改
鋳
光
藤
寺
、
設
卿
一
人
、
従
三
品、

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
従
三
品
は
、
嘗
然
正
四
ロ
聞
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
第
二
の
黙
に
移
ろ
う
。
先
に
拳
げ
た
明
史
の
光
旅
寺
の
篠
で
、
「
所
用
牲
果
菜
物
、
取
之
上
林
苑
、
不
給
、
市
諸
民
、
親
時
佑
十
加

ご
と
い

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
宮
中
所
用
の
牲
口
果
菜
は
上
林
苑
か
ら
取
る
。
②
不
足
で
あ
れ
ば
民
聞
か
ら
買
い
入
れ
る
が
、

そ
の
場
合

に
時
慣
に
十
分
の
一
を
加
え
て
支
梯
う
と
い
う
こ
黙
が
示
さ
れ
て
い
る。

し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
一
睦
こ

の
制
度
が
い
つ
か
ら
行
な
わ
れ
た
の

か
、
明
一
代
を
通
じ
て
の
規
定
な
の
か
、
そ
れ
ら
の
黙
が
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
に
劃
す
る
手
が
か
り
の
一
は
、
同
じ
明
史
巻
八
二
、
食
貨

六
、
採
迭
に
見
え
る
次
の
記
載
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
洪
武
の
時
、

宮
禁
の
中
、

物
を
市
う
に
は
時
佑
に
親
ベ
て
率
ね
十
銭
を
加
う。

そ
の
上

@
 

を
損
し
下
を
盆
す
る
こ
と
此
の
如
し
」
と
い
う
記
事
で
、
こ
こ
で
は
洪
武
の
時
の
こ
と
と
し
て
民
間
よ
り
買
上
げ
る
場
合
に
、
十
銭
を
加
え
る

'と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
記
事
だ
け
で
は
上
林
苑
と
は
全
く
関
係
の
な
い
記
載
で
あ
る
。

こ
れ
に
劃
し
て
、

寓
暦
舎
典
巻
二

一
七
、
光
椋
寺

凡
本
寺
供
用
牲
ロ
果
菜
等
物
、
上
林
苑
監
四
署
、
照
数
準
納
供
用、

銭
、
毎
多
一
分
、

不
足
、
子
民
間
買
排
、
洪
武
間
令
、
本
司
買
曲
折
、
比
輿
民
間
交
易
債
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の
僚
で
は
、

と
い
い
、
明
史
巻
七
四
の
記
事
を
よ
り
目
穴鐙
的
に
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
洪
武
の
時
に
、
寅
際
に
こ
の
よ
う
な
買
排
方
法
を
と

っ
た
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
春
明
夢
儀
録
巻
二
七
、
光
融
寺
の
僚
に
、

洪
武
元
年
正
月
初
八
日
誌
、
今
後
但
係
光
緑
寺
買
排
一
躍
供
用
物
件
、
比
輿
民
間
交
易
、
債
銭
毎
多
十
文
、
且
如
肉
果
之
類
及
諸
項
物

件
、
民
人
交
易
一
百
文
一
斤
、
光
旅
寺
買
解
、
須
要
一
百
十
文
、
随
物
貴
賎
、

毎
加

一
分
、
買
物
之
人
、

照
依
時
佑
、

多
取
十
文
利
息
、

と
い
う
記
事
か
ら
、
こ
れ
に
よ
る
と
洪
武
元
年
す
な
わ
ち
建
園
の
令
を
護
し
て
数
日
後
の
正
月
八
日
に
こ

の
よ
う
な
政
策
を
護
布
し
た
よ
う
に

み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
太
組
貫
録
や
園
権
な
ど
に
も
見
え
ず
、
ま
た
洪
武
元
年
正
月
八
日
と
い
え
ば
、
先
に
の
ベ
た
よ
う
に
こ
の
頃

に
は
光
帳
寺
と
稿
す
る
官
臆
は
存
在
せ
ず
、
宣
徽
院
ど
い
わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
い
く
ら
こ
れ
ら
の
記
事
を
後
世
で
整
理
加
筆
し
た
と
し
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て
も
、
太
組
の
識
の
文
を
宣
徽
院
か
ら
光
縁
寺
と
改
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
記
事
は
甚
だ
疑
わ
し
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
明
史
や
大
明
禽
典
に
い
う
洪
武
間
と
は
い
つ
の
こ
と
か
。
そ
れ
を
説
明
す
る
も
の
は
、
園
様
巻
入
、
洪
武
十

九
年
五
月
甲
申
の
僚
に
い
う
、

命
光
旅
寺
、
市
債
硯
常
版
、
毎
百
銭
靖
十
、
震
民
息
、

の
記
事
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
洪
武
の
時
に
時
佑
に
く
ら
べ
て
十
銭
を
加
う
と
は
、
百
銭
毎
に
十
銭
を
増
す
こ
と
で
、

そ
れ
は
洪
武
十
九
年
五
月

甲
申
に
示
さ
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
お
明
史
や
曾
典
の
文
中
に
あ
る
上
林
苑
と
の
関
係
が
つ
ぎ
に
問
題
に
な
る
。
お
よ
そ
明
代
に
お
け
る
上
林
苑
の
設
置
に
つ
い
て
、

最
初
に
そ
の
事
が
論
議
さ
れ
た
の
は
洪
武
二
十
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
太
租
貫
録
巻
二
二
二
、
洪
武
二
十
五
年
十
月
笑
亥
の
僚
に
、

命
戸
部
、
於
正
陽
明
外
、
距
板
橋
玉
里
、
度
地
自
牛
首
山
、
接
方
山
、
西
傍
河
崖
、
信
用
上
林
苑
、
戸
部
因
魚
園
以
準
、
上
以
苑
中
之
地
、

民
人
己
種
二
姿
、
倶
倹
明
年
牧
成
、
後
令
勿
再
種
、
其
占
及
民
田
者
、
給
官
田
償
之
、
宮
田
或
不
敷
、
令
民
徒
居
江
北
、
倍
数
給
田
償

⑫
 

之
、
永
矯
世
業
、
民
庶
墳
埜
有
在
苑
内
者
、
令
勿
徒
、
聴
其
以
時
祭
掃
、
尋
以
妨
民
業
、
途
止
、
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と
い
う
よ
う
に
、
洪
武
二
十
五
年
十
月
、

太
組
は
上
林
苑
開
設
を
企
重
し
た
が
、
民
の
生
業
を
妨
ぐ
る
と
し
て
遂
に
と
り
や
め
て
し
ま

っ
た。

そ
の
後
洪
武
の
聞
に
は
上
林
苑
は
聞
か
れ
ず
、
寅
際
に
上
林
苑
が
瑳
足
し
た
の
は
成
租
朝
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
太
宗
貫
録
巻

六
五
、
永
築
五
年
三
月
辛
巳
の
僚
に
、

改
上
林
署
、
帰
上
林
苑
監
、
以
中
官
相
粂
任
用
、

と
い
う
記
事
が
あ
る
の
が
上
林
苑
監
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
太
租
時
代
に
は
南
京
郊
外
に
企
聾
さ
れ
た
の
に
劃
し
、
こ
の
上
林
苑
は
北
京
付
近

に
お
か
れ
、
そ
の
隷
下
に
十
署
が
設
け
ら
れ
た
と
J

い
い
、
大
明
曾
典
に
記
す
よ
う
な
上
林
苑
監
に
四
署
が
存
置
さ
れ
た
の
は
、

そ
れ
よ
り
は
る

か
に
後
の
宣
徳
十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

は
じ
め
に
翠
げ
た
明
史
巻
七
四
の

「
取
之
上
林
苑
、
不
給
、
市
諸
民
、
覗
時
佑
十
加
一
L

と
い
う
文
で
、
， 
上



林
苑
」
と
「
時
佑
十
加
ご
と
は
全
く
前
後
矛
盾
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
明
史
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
貫
録
や
そ
の
他

の
資
料
を
整
理
し
て
此
の
文
を
作
成
し
た
時
に
、
そ
の
文
意
を
正
し
く
惇
え
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
は
大
明
曾
典
の
記
事
の
方

が
、
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
凡
本
寺
供
用
牲
ロ
果
菜
等
物
、
上
林
苑
監
四
署
、
照
敷
準
納
供
用
、
不
足
、
子

民
間
買
排
」
の
個
所
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
明

一
代
を
通
ず
る
光
融
寺
の
原
則
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
績
く

「
洪
武
間
」
以
下
と
は
嘗

然
段
落
を
お
く
べ
き
で
、
こ
こ
か
ら
は
買
排
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
洪
武
年
間
す
な
わ
ち
洪
武
十
九
年
以
来
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
一

分
加
息
を
説
明
す
る
た
め
の
文
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

洪
武
元
年
に
宣
徽
院
か
ら
改
饗
さ
れ
た
光
旅
寺
は
、
洪
武
八
年
ま
た
光
旅
司
と
名
稽
を
饗
え
た
。
す
な
わ
ち
太
租
貫
録
巷
一

O
一
、
洪
武
八

年
九
月
甲
氏
の
僚
に
、

改
光
縁
寺
、
震
光
緑
司
、
卿
従
三
品
、
少
卿
従
四
品
、
司
丞
従
六
口
問
、
典
簿
従
七
品
、
録
事
従
入
品
、
置
所
属
大
官
珍
蓋
良
醜
掌
醒
四

署
、
毎
署
令

一
人
従
六
品
、
丞
一
人
従
七
品
、
監
事
一

人
従
入
品、

華
牧
所
大
使
一
人
従
九
品
、
副
使
一

人
未
入
流
、
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と
い
い
、
園
権
巻
六
で
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
明
曾
要
巻
三
八
、
光
旅
寺
の
僚
で
は、

と
い
う
。
こ
の
明
禽
要
の
八
年
正
月
は
嘗
然
八
年
九
月
と
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
洪
武
三
十
年
正
月
己
卯
に
、
光
旅
司
が
太
常
司

⑮
 

な
ど
と
と
も
に
奮
来
の
寺
に
改
め
ら
れ
る
ま
で
は
、
洪
武
朝
で
は
光
椋
司
と
稽
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
に
か
く
こ
の
洪
武
八
年
光
椋

司
に
改
稿
さ
れ
た
時
黙
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
光
旅
司
卿
の
品
級
が
そ
れ
ま
で
の
正
四
品
官
か
ら
従
三
品
に
陸
っ

た
こ
と
で
、
明
代
光
藤
寺

の
官
秩
が
従
三
品
に
定
め
ら
れ
た
の
は
こ

の
時
で
あ
っ
た
。

「
八
年
正
月
、

改
寺
矯
司
、
以
寺
丞
篤
司
丞
」
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靖
難
の
嬰
後
、
成
租
が
即
位
し
、
北
京
を
中
心
に
新
し
い
政
治
健
制
が
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

一
つ
と
し
て
永
繁
五
年
三
月
北
京
に
で

き
た
上
林
苑
の
牧
養
栽
種
の
地
は
、
東
は
白
河
、
西
は
西
山
、
南
は
武
清
、
北
は
居
庸
閥
、
西
南
は
運
河
に
固
ま
れ
た
地
と
い
わ
れ
、
や
が
て
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永
祭
十
四
年
に
苑
地
内
の
園
猟
を
禁
じ
、
犯
し
た
者
は
毎
人
罰
と
し
て
馬
九
匹
、

鞍
九
副
、
鷹
九
連
、

狗
九
隻
、
銀

一
百
雨
、

紗
一

寓
貫
と
定

め
ら
れ
て
い
回
。
ま
た
こ
の
苑
地
内
で
牲
口
を
牧
養
し
、
果
菜
を
栽
種
す
る
た
め
に
、

高
暦
曾
典
巻
二
二
五
に
よ
れ
ば
、

永
繁
問
、
用
北
京
数
順
人
役
充
、

後
於
山
西
卒
陽
淳
滋
三
府
州
、
起
擁
民
一
千
戸
、

倶
照
遁
民
事
例
、

給
興
盤
纏
口
糧
、
連
首
房
家
小、

同
来
分
涯
使
用
、

と
い
わ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
こ
の
上
林
苑
と
光
蔽
寺
と
の
関
係
は
、
明
代
に
お
い
て
は、

⑮
 

光
旅
寺
の
僚
に
、

お
お
む
ね
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
蔦
暦
舎
典
径
二一

七
、

①
凡
上
林
苑
監
良
牧
署
、
歳
迭
草
生
牛
八
百
隻
、
長
行
発
一
千
口
、
酪
猪
一
千
口
、

羊
五
百
隻
、
羊
議
二
十
隻
、

②
凡
牲
口
、
毎
年
上
林
苑
監
、
迭
草
生
鶏
一
高
八
千
隻
、

①
九
上
林
苑
監
、
毎
歳
迭
草
生
家
鴨
一
千
隻
、
難
弾
一
十
二
高
箇、

④
凡
上
林
苑
監
、
毎
歳
迭
筆
生
難
六
千
隻
、
長
行
線
難
一

千
隻
、
倶
本
色
、

⑤
毎
歳
上
林
苑
監
、
逮
酪
瓜
茄
薙
葡
菜
、
弁
毎
日
各
様
菜
、

共
五
十
三
高
七
千
六
百
五
十
斤
、
重
陽
節
核
桃
紅
裏
菓
子
、

各

一
百
五
十
石
、
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か
な
り
の
量
が
上
林
苑
監
か
ら
光
帳
寺
に
迭
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る。

勿
論
そ
の
よ
う
に
上
林
苑
監
か

ら
迭
ら
れ
る
物
品
、
数
量
の
み
で
光
旅
寺
の
用
を
賄
い
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
祭
杷
の
膳
差
や
外
夷
の
鐘
宴
な
ど
に
使
用
す
る

た
め
、
毎
年
上
林
苑
監
よ
り、
途
ら
れ
て
く
る
鵡
一
高
八
千
隻
で
は
不
足
な
の
で
、
漸
江
等
慮
か
ら
三
高
二
千
五
十
隻
を
解
納
し
た
と
い
わ
れ、

な
ど
の
数
字
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、

ま
た
上
林
苑
監
か
ら
の
草
生
難
六
千
隻
、
長
行
線
難

一
千
隻
に
劃
し
て
、
新
江
等
慮
か
ら
解
納
す
る
難
は
三
高
七
千
九
百
隻
に
の
ぼ

っ
た
と
い

⑬
 

わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
そ
の
不
足
の
分
や
そ
の
他
の
物
品
に
よ
っ

て
は
、
各
地
か
ら
徴
解
せ
し
め
た
り
、
民
聞
か
ら
買
排
さ
せ
た
分
が
、
ま
た

相
首
の
量
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。

光
雄
寺
で
は
、

か
か
る
物
品
を
も
っ
て
主
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
用
に
充
て
た
。



①
天
地
、
社
程
、
神
祇
を
祭
り
、
太
廟
に
享
す
る
省
牲
を
準
備
ず
る
。

⑫
 

②
正
且
節
、
立
春
節
、
清
明
節
、
四
月
八
日
傍
誕
節
、
端
午
節
、
七
夕
節
、
中
元
節
、
重
陽
節
、
多
至
節
、
臨
入
節
、
毎
月
朔
室
、
高
害時
翠

節
、
皇
太
后
車
旦
節
、
皇
后
令
旦
節
、
東
宮
千
秋
節
、
及
び
奉
先
殿
に
お
け
る
祭
杷
の
品
物
を
耕
準
す
る
。

①
各
宮
般
に
お
け
る
遇
節
覗
天
の
供
養
品
物
、
各
宮
廟
の
祭
杷
の
輩
素
品
物
、
ま
た
内
官
監
、
御
馬
監
、
兵
伎
局
、
神
機
器
、
火
薬
局
の
祭

組
の
用
な
ど
は
光
縁
寺
の
耕
準
に
よ
る
。

④
凡
そ
膳
差
、
茶
飯
等
の
品
物
は
光
融
寺
で
耕
準
し
、
聖
節
・
正
旦
・
多
至
あ
る
い
は
吉
慶
の
鐘
宴
に
つ
い
て
は
、
薩
部
で
提
調
し
光
藤
寺

が
供
耕
す
る
。

⑤
圏
丘
を
祭
る
際
に
百
官
に
賜
う
湯
飯
、
孟
春
新
穀
、
夏
至
方
淳
、
及
び
朝
日
夕
月
の
祭
後
に
内
外
官
に
賜
う
酒
飯
、
耕
籍
に
三
公
九
卿
、

及
び
執
事
等
の
官
に
賜
う
酒
飯
、
親
輩
に
内
外
命
婦
等
に
賜
う
酒
飯
を
供
耕
す
る
。

⑥
毎
歳
の
慶
成
宴
に
つ
い
て
は
、
瞳
部
よ
り
遣
っ
て
く
る
職
名
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
備
耕
す
る
。

⑦
諸
蕃
園
ーの
朝
貢
等
の
使
、
な
ら
び
に
四
夷
来
降
の
土
官
人
等
の
茶
飯
物
料
等
は
、
躍
部
よ
り
光
旅
寺
へ
備
、迭
す
る
。

①
貫
録
の
纂
修
、
書
籍
の
纂
修
、
校
勘
に
お
け
る
開
館
、
及
び
書
完
準
呈
の
賜
宴
、
進
士
恩
柴
の
宴
、
政
試
讃
巻
の
執
事
等
官
、

経
鐘

・
日

講
・
東
宮
講
讃
な
ど
の
酒
飯
、
大
臣

一
品
九
年
考
満
に
あ
た
り
特
に
恩
賜
の
宴
、

早
朝
の
文
武
官
及
び
各
王
府
鎮
巡
等
官
で
特
旨
に
よ
り

輿
え
ら
れ
た
酒
飯
、
大
臣
考
滴
差
使
等
に
劃
す
る
賞
傍
の
羊
酒
、
疾
病
に
劃
し
て
特
に
下
賜
さ
れ
た
米
肉
醤
菜
等
の
物
、
さ
ら
に
内
外
街
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門
の
官
吏
監
生
入
匠
等
に
支
輿
さ
れ
た
酒
飯
な
ど
は
、
す
べ
て
光
旅
寺
に
お
い
て
準
備
す
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
す
べ
て
明
初
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
誇
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
太
租
は
、
上
林
‘苑
の
開
設
を
も
民
の

生
活
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
と
り
止
め
た
ほ
ど
で
、
明
初
、
郡
鯨
か
ら
香
米
・
人
参
・
葡
萄
酒
を
貢
す
る
こ
と
を
却
け
た
と
い
わ
向
、
太
租
の
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時
代
に
は
進
貢
を
抑
え
、
買
耕
に
も
十
分
の
一
を
加
算
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
永
築
朝
に
な
る
と
ど
う
か
。

一
方
で
は
つ
氷
祭
の
初
め
、
五
色
石
を
採
ら
ん
と
言
う
者
を
斥
け
、
且
つ
温
州
の
磐
を
職
す
る
は
民
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⑮
 

を
困
し
め
る
を
以
っ
て
、
布
を
染
色
す
る
を
罷
む
」
、

と
い
う
よ
う
な
簡
儀
氏
を
示
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
有
司
歳
耕
に
お
い
て
、
過
重
な
負
措

が
か
か
る
と
い
う
欣
況
が
進
展
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
太
宗
貫
録
巻
六
七
、
永
繁
五
年
五
月
甲
子
の
僚
に
、
開
卒
衛
卒
蒋
文
震
の
言
を
の
せ
、

@
 

王
者
以
天
下
篤
家
、
以
百
姓
魚
子
、
百
姓
不
足
、
君
執
輿
足
、
今
有
司
歳
耕
各
色
物
料
、
里
長
所
領
官
鏡
、
悉
以
入
己
、
名
信
用
和
買
、
其

寅
強
取
於
民
、
高
不
償
一
、
若
其
土
産
、
向
可
措
跡
、
況
非
土
地
所
有
、
須
多
方
徴
求
、
以
致
傾
財
破
産
者
有
之
、

と
い
う
よ
う
に
、
有
司
の
歳
緋
に
嘗
っ
て
、
質
際
に
は
民
へ
の
負
捲
が
甚
し
く
、
高
に

一
も
償
わ
れ
ず
民
か
ら
強
取
す
る
よ
う
な
朕
態
が
現
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
進
展
し
、
宣
宗
貫
録
巻
三
、

洪
照
元
年
七
月
戊
寅
の
僚
に
、

行
在
都
察
院
右
副
都
御
史
て
謙
、
上
言
二
事
(
中
略
)
其
二、

朝
廷
買
耕
諸
色
物
料
、
有
司
給
債
、
十
不
及

て

況
展
轄
魁
減
、
上
下
醸

@
 

費
、
至
於
物
主
所
得
幾
何
、
名
稿
買
耕
、
無
異
白
取
、

と
あ
り、

そ
の
様
子
が
如
質
に
物
語
ら
れ
て
お
り
、
ぺ
謙
は
、

臣
願
、
自
今
以
後
、
欲
有
買
耕
、
如
果
不
係
軍
需
急
用
之
物
、
乞
且
停
止
、
候
民
力
完
賞
、
年
穀
豊
稔
、

然
後
源
買、

寅
篤
民
便、
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と
上
申
し
、
帝
は
こ
れ
を
寛
て
侍
臣
を
顧
み
、

至
於
科
買
諸
物
、
毎
令
貫
於
債
銭
、
鶴
債
損
民
、

有
司
之
過
易
、
損
上
盆
下
則
魚
盆
、

損
下
盆
上
則
魚
損
、
宜
速
行
戒
約
、
有
不
俊
者、

必
加
之
罪
、

と
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
明
史
食
貨
志
の
「
洪
武
時
、

宮
禁
中
市
物
、

覗
時
佑
、

率
加
十
鏡
、

其
損
上
盆
下
如
此
」
と
く
ら
ぶ
れ

ば
、
同
じ
く
「
損
上
盆
下
」
と
い
い
な
が
ら
、
如
何
に
大
き
な
相
違
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

き
て
明
史
巻
入
二
、
食
貨
志
採
造
の
僚
を
み
る
と
、
先
に
あ
げ
た
「
永
築
初
、
斥
言
採
五
色
石
者
、

且
以
温
州
職
磐
国
民
、

罷
染
色
布
」
の

次
に
、

「
然
内
使
之
出
、
始
於
是
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
。
こ
の
永
祭
の
記
事
の
前
に

「
洪
武
時
、
宮
禁
中
市
物
:
:
:
」
の
記
事
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
い
づ
れ
に
も
官
官
に
闘
し
て
は
全
く
説
明
が
な
く
、
こ
こ
に
唐
突
と
し
て
「
内
使
の
出
ず
る
は
是
よ
り
始
ま
る
」
と
い
う
記
事
が
出

て
き
た
こ
と
に
、
特
に
注
意
を
排
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
明
史
食
貨
志
誇
註
」
に
よ
れ
ば
、
王
世
貞
の
斧
山
堂
別
集
巻
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九
一
か
ら
永
築
五
年
六
月
の
官
官
李
進
に
関
す
る
上
識
を
引
い
て
お
ら
れ
る
が
、
太
宗
貫
録
巻
六
入
、
永
袋
五
年
六
月
庚
子
の
僚
に
は
、

上
議
都
察
院
臣
目
、
自
昔
閣
官
弄
権
、
億
朝
廷
競
令
、
撞
調
軍
馬
、
私
役
人
民
、
以
逼
威
一
晴
、
生
事
造
質
、
傾
覆
宗
杜
者
多
呉
、
我
太
租

皇
帝
、
監
前
代
之
失
、
立
綱
紀
明
競
令
、
調
護
軍
馬
、
必
以
御
賓
文
書
、
朕
即
位
以
来
、
一
一
蓮
奮
制
、
愛
岨
軍
民
、
首
詔
天
下
、
一

軍

一

民
、
不
許
撞
差
、
復
命
所
司
、
巌
切
禁
約
、
去
年
曾
命
内
使
李
準
、
往
山
西
採
天
花
、
此
一
時
之
過
、

後
甚
悔
之
、
更
不
令
採
、
近
問
、

李
準
詐
博
詔
旨
、
偽
作
勘
合
、
於
彼
召
集
軍
民
、
復
以
採
天
花
魚
名
、
偲
公
営
私
、
大
震
軍
民
之
害
、

山
西
、
時
柑
李
準
一
千
魚
非
之
人
、
鞠
問
明
白
、
械
迭
京
師
、
必
箕
重
法
、

(
中
略
〉
卸
差
御
史
二
員
、
往
詣

と
い
い
、
こ
れ
を
も
っ
て
内
使
の
出
で
た
始
め
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
成
租
は
官
官
李
準
を
し
て
山
西
に
天
花
を
採
ら
し
め
た
こ
と
を
、

「
一
時
の
遁
」
と
し
て
甚
だ
後
悔
し
、
更
に
採
ら
し
め
な
い
と
い

っ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
官
官
の
採
耕
は
時
の
情
勢
か
ら
い
え
ば
、

も
は
や
唐
突
の
出
来
事
で
は
な
く
、
成
租
の
一
時
の
過
と
い
う
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
る
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
の
永
祭
五
年
と
い
う
同
じ

年
に
開
設
さ
れ
た
上
林
苑
監
に
お
い
て
、
「
改
上
林
署
、
魚
上
林
苑
監
、
以
中
官
相
粂
任
用
L

と
い
う
よ
う
に
、
す
で
に
富
官
が
こ
の
官
署
に

進
出
し
て
お
川
、
さ
ら
に
上
林
苑
監
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
光
融
寺
に
お
い
て
も
、

首
問
暦
曾
典
巻
二
一
七
、
光
帳
寺
の
僚
に
よ
れ
ば
、
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永
築
問
、
差
内
官
一
員
、
岡
本
寺
署
官
厨
役
、
領
妙
子
在
京
附
近
州
豚
、
依
時
債
、
雨
卒
牧
買
、

と
あ
り
、
光
緑
寺
の
買
耕
に
嘗
っ
て
官
官

一
員
が
あ
わ
せ
て
差
遁
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
す
で
に
の
ベ
た
よ
う
に
、
永
祭
五
年
五

月
の
開
卒
衛
卒
蒋
文
震
の
上
言
と
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
頃
に
お
け
る
光
旅
寺
の
買
耕
は
、
洪
武
の
如
き
十
分
の
一
加
増
支
梯
い
と
い

う
姿
勢
と
全
く
異
な
り
、
富
官
が
介
入
し
て
、
き
び
し
い
牧
奪
と
い
う
形
に
進
展
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
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明
史
巻
入
二
、
食
貨
志
採
造
の
僚
に
は
、
先
に
奉
げ
た
副
都
御
史
て
謙
の
言
に
緩
い
て
、

帝
(
宣
宗
)
嘉
納
之
、
議
工
部
察
懲
、

叉
因
泰
安
州
税
課
局
大
使
赦
智
言
、

悉
召
還
所
遣
官
、

教

自
今
更
不
許
親
遣
、

自
箪
器
軍
需



172 

外
、
九
買
掛
者
壷
停
止
、
然
寛
克
之
詔
屡
下
、
内
使
震
救
撤
、
窪
、
而
奉
行
不
賞
、
官
者
靴
名
採
耕
、
虐
取
於
民
、

と
あ
っ
て
、
富
官
の
採
耕
の
苛
虐
な
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

特
に
顕
著
な
例
と
し
て
哀
靖
、
院
E
隊
等
十
徐
人
の
富
官
の
所
震
を
季
、
げ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
宣
宗
貫
録
巻
入
五
、
宣
徳
六
年
十
二
月
乙
未
の
僚
に
、

内
官
裳
湾
、
内
使
庇
E
像
、
庇
詰
、
武
券
、
武
路
、
庇
可
、
陳
友
、
超
誰
、
王
貴
、
楊
囚
保
、

慮
、
公
幹
市
以
採
期
魚
名
、
虐
取
軍
民
財
物
、
事
究
下
錦
衣
衛
獄
、
究
其
所
由
、
皆
時
指
使
、
於
是
、
籍
其
家
、
金
銀
以
禽
計
、
安
貨
錦

精
諸
物
稽
是
、
又
所
用
金
玉
器
皿
、
酔
情
修
非
法
、
皆
四
保
輿
海
震
之
、
法
司
議
罪
醸
死
、
上
命
凌
遅
晴
、
而
斬
E
隊
等
十
九
、

陳
海
等
、

伏
珠
、

初

E
隊
等
往
麿
東
等

と
い
い
、
採
耕
に
名
を
借
り
た
宮
官
の
横
暴
は
目
に
あ
ま
る
も
の
が
る
っ

た
。
し
た
が

っ
て
こ
の
友
商
、
庇
E
隊
の
事
件
は
宣
宗
に
と

っ
て
徐

程
の
衝
撃
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
先
の
事
件
に
関
連
し
て
宣
宗
は
右
都
御
史
顧
佐
等
に
識
し
、
中
外
に
出
携
瞬
識
し
て
、

凡
先
所
差
内
官
内
使
、
在
外
侵
占
官
民
団
地
、
及
撞
造
房
屋、

所
在
官
司
取
勘
明
白
、
原
係
官
者
還
官
、
軍
民
者
還
軍
民
、

中
外
官
民
人

等
、
有
受
内
官
-
内
使
寄
頓
財
物
、
許
首
菟
罪
、
若
匿
不
首
、
事
費
、
輿
犯
者
同
罪
、
自
今
内
宮
内
使
出
外
、
敢
仰
前
有
犯
、
令
所
在
官
司

具
奏
、
治
以
重
罪
、
知
而
不
奏
、
罪
問
、
若
中
外
軍
民
人
等
、
有
投
託
限
一
胞
内
官
内
使
、
因
而
擁
置
害
入
者
、
悉
慮
死
部
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と
い
い
、
今
後
内
宮
内
使
で
外
に
出
て
同
じ
よ
う
な
罪
を
犯
す
な
ら
ば
、
厳
し
く
取
り
締
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た。

一
方
、
長
老
の
大
監
王
謹

や
臭
誠
等
に
針
し
で
も
、
裳
埼
等
の
罪
が
如
何
に
大
な
る
か
を
い
い
、
内
宮
内
使
よ
り
小
身
者
に
至
る
ま
で
掲
楊
昭
示
し
て
、
綱
紀
の
粛
正
を

期
せ
し
め
た
。
そ
の
上
翌
宣
徳
七
年
正
月
己
卯
に
は
、
天
下
の
諸
司
に
勅
し
て
特
に
巌
し
く
戒
識
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
明
史
巻
八
二
、
食
貨
志
採
造
の
僚
に
は
、
こ
の
記
事
の
後
に
「
患
、
乃
ち
絹
々
息
む
」
と
い

っ
て
お
り
、
官
官
の
自
に
あ
ま
る

行
動
は
一
臆
こ
こ
で
抑
制
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
光
融
寺
と
官
官
と
の
関
係
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
高
暦
曾
典
巻
二

一
七
、
光

職
寺
の
僚
に
、

と
い
う
よ
う
に
、

宣
徳
七
年
令
、
不
許
間
雑
内
宮
内
使
、
至
本
寺
混
擾
、
及
在
内
寄
放
行
李
、

光
縁
寺
に
お
い
て
も
光
縁
寺
の
官
と
内
官
内
使
と
の
間
雑
を
取
り
締
る
こ
と
に
な
っ
た
。

王
世
貞
の
舜
山
堂
別
集
巻
九

O



に
、
永
築
五
年
三
月
の
上
林
苑
監
設
置
を
の
ベ
、
「
倶
以
内
官
及
文
職
相
乗
之
」
と
い
う
記
事
に
緩
い
て
、
「
不
審
何
年
革
内
臣
」
と
い
っ
て
い

る
が
、
こ
の
「
幕
内
臣
」
と
い
う
こ
と
は
十
お
そ
ら
く
こ
こ
に
い
う
霊
徳
七
年
令
の

「
不
許
間
雑
内
宮
内
使
」
に
あ
た
る
と
考
え
て
も
い
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
宣
宗
朝
に
お
い
て
、
光
雄
寺
の
厨
料
採
買
に
開
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
宣
宗
寅
録
巻
三
十
、
宣
徳
二
年
八
月
壬
申
の
僚

行
在
戸
部
奏
、
光
融
寺
明
年
所
用
厨
料
、
請
如
例
買
之
民
間
、
上
回
、
光
株
供
祭
記
震
客
之
費
、
因
不
可
鉄
、
然
輿
其
多
取
於
民
、

莫
若

@
 

俄
以
足
用
、
卿
等
宜
劃
酌
樽
節
、
不
可
過
中
、

と
い
い
、
光
旅
寺
の
厨
料
は
祭
杷
寅
客
の
用
に
不
可
依
で
は
あ
る
が
、
多
き
に
過
ぎ
で
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
戒
し
め
て
い
る
。
し
か
る
に
そ
の
光

縁
寺
の
厨
料
物
品
が
正
し
く
支
用
さ
れ
て
い
な
い
事
件
が
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
宗
貫
録
巻
六
三
、
宣
徳
五
年
二
月
己
卯
の
僚
に
よ
れ
ば
、

@
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行
在
光
縁
寺
厨
子
、
訴
其
寺
官
窮
滅
外
夷
供
給
、
通
政
司
以
聞
、
上
命
行
在
刑
部
侍
郎
施
瞳
、
執
市
罪
之
、
且
識
雄
日
、
光
雄
之
弊
、
不

止
此
、
自
租
宗
以
来
、
飲
食
供
給
、
皆
有
定
規
、
今
撞
自
増
減
、
鹿
給
之
人
率
不
得
、
凡
得
者
率
非
鹿
給
之
人
、
惟
虚
立
案
膿
、
以
掩
人

目
、
宜
究
治
之
、
因
顧
侍
臣
目
、
号
謂
飲
食
細
故
、
然
亦
干
大
瞳
、
華
元
殺
羊
享
士
、
羊
劃
不
典
、

塗
致
喪
師
、
勾
践
投
酵
於
江
、
興
衆

共
飲
、
人
心
感
悦
、
途
成
伯
業
、
以
此
市
論
、
所
繋
量
軽
、
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置
せ
し
め
た
が
、
そ
の
言
に
、

べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
あ
り
、
北
京
の
光
旅
寺
の
厨
人
の
中
か
ら
そ
の
寺
官
の
不
正
を
訴
え
る
よ
う
な
出
来
事
が
起
り
、
帝
は
早
速
刑
部
侍
郎
に
命
じ
て
こ
れ
を
蕗

「
飲
食
は
些
細
な
こ
と
だ
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
機
徴
を
つ
か
ん
だ
護
言
が
あ
っ

た
こ
と
に
注
目
す

さ
て
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
光
旅
寺
へ
の
監
察
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
光
旅
寺
の
監
察
は
一
般
に
「
巡
視
光
旅
寺
」
と
い
い
、
宣
徳

九
年
に
始
ま
っ
た
と
稿
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
蔦
暦
曾
典
巻
二

一
O
に、

173 

宣
穣
四
年
、
差
監
察
御
史
一
員
、
同
給
事
中
、
舎
同
光
最
寺
堂
上
官
、

験
牧
牲
ロ
果
品
厨
料
等
物
、
井
監
牧
白
糧
、
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と
あ
る
記
事
に
よ
れ
ば
、
光
雄
寺
の
牲
口
蔚
料
等
の
験
牧
に
監
察
御
史
が
立
ち
合
っ

た
の
は
、
宣
篠
田
年
が
最
初
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

け
れ

ど
も
こ
の
記
事
に
相
嘗
す
る
記
述
が
、

貫
録
そ
の
他
に
見
え
ず
、
ま
た
宣
徳
五
年
二
月
に
お
こ
っ
た
行
在
光
縁
寺
の
厨
子
の
事
件
に
、

行
在
刑

部
侍
郎
が
そ
の
慮
置
を
捲
嘗
し
、
監
察
御
史
あ
る
い
は
都
察
院
は
全
く
干
興
し
て
レ
な
い
こ
と
か
ら
見
る
と
、

光
緑
寺
へ
監
察
御
史
が
参
興
し

た
の
を
宣
徳
四
年
と
す
る
の
は
疑
問
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
た
初
め
の
明
史
巻
七
四
、
職
官
志
の
記
事
に
も
ど
っ

て
、
問
題
が
一
つ
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
記
事
の
中
に、

監
以
科
道
官
一
員
、
察
其
出
入
、
糾
禁
其
姦
弊
、

と
レ
う
一
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
相
臨
服
す
る
記
事
は
寓
暦
舎
典
巻
二
一

O
、
巡
視
光
稔
寺
の
僚
に
見
え
る
も
の
で
、

宜
徳
九
年
、
差
監
察
御
史
一
員
、

巡
覗
光
旅
寺
、
凡
内
外
官
員
人
等
、
多
支
食
料
、
及
需
索
騒
擾
者
、

皆
令
執
奏
、

と
あ
り
、
宣
徳
九
年
に
監
察
御
史
一
員
を
差
遣
し
て
、
内
外
官
の
食
料
を
多
支
し
、

需
索
騒
擾
す
る
者
は
、
皆
執
奏
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
明
史
巻
入
二
、
食
貨
志
上
供
採
造
に
は
、

命
御
史
二
人
、
祭
親
光
旅
寺
、
凡
内
外
官
多
支
、
及
需
索
者
執
奏、

- 46一

と
い
い
、
差
遣
の
御
史
は

一
員
で
は
な
く
、
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
黙
を
正
し
く
停
え
る
の
が
宣
宗
貫
録
巻

一
O
入、

宣
徳
九
年
二
月
辛

酉
の
僚
に
い
う
も
の
で
、

命
行
在
都
察
院
、
遺
監
察
御
史
二
員
、
於
光
旅
寺
察
親
、
九
内
外
官
多
支
食
娘
、

需
索
騒
擾
者
、
皆
令
執
奏
、

の
記
事
で
あ
り
、
ま
た
よ
り
目
穴
瞳
的
に
は
蔦
暦
舎
典
巻
一
一
一
七
、
光
椋
寺
の
僚
に
、

宣
徳
九
年
令
、
差
公
正
御
史
、
同
内
官
、
常
川
糾
察
、
敢
有
生
事
撹
擾
、
多
索
物
料
者
、
不
問
内
外
官
員
、
参
奏
治
以
重
罪
、

と
あ
る
よ
う
に
、
監
察
御
史
二
員
が
差
遣
さ
れ
て
内
官
と
と
も
に
糾
察
し
、
料
食
の
多
支
を
要
求
し
、

需
索
騒
擾
す
る
者
を
取
り
締
っ
た
も
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
今
ま
で
に
な
か
っ
た
光
縁
寺
へ
の
監
察
御
史
の
巡
視
が
、
こ
の
宣
徳
九
年
に
始
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

一
睦
ど
の
よ
う
に
解
し
た



ら
い
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
宣
徳
五
年
二
月
の
光
融
寺
厨
子
事
件
も
一
つ
の
要
因
を
魚
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
に
績
い
て
起

っ
た
宣
徳

六
年
十
二
月
の
富
官
素
晴
の
暴
虐
事
件
と
、
光
職
寺
と
宣
官
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
宣
徳
七
年
の
慮
置
も
、
あ
る
い
は
一
つ
の
前
提
と
な
っ
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
も
う
一
つ
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
監
察
健
制
の
強
化
の

一
環
と
し
て
で
あ
っ
た
。
す
で
に
宣

徳
三
年
二
月
、
各
地
の
軍
役
を
清
理
す
る
た
め
、
監
察
御
史
及
び
給
事
中
を
各
十
四
員
涯
遣
し
、
い
わ
ゆ
る
清
箪
御
史
の
差
遁
が
始
ま

っ
て
い

@
 

る
ほ
か
、
宣
徳
七
年
六
月
に
は
始
め
て
監
察
御
史
を
涯
遣
し
て
、
居
庸
闘
外
、
長
安
嶺
、
濁
石
、
龍
門
、
天
城
等
の
諸
闘
陸
の
巡
闘
を
命
じ
、

@
 

以
後
毎
年
、
巡
開
御
史
の
差
遣
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
軍
備
面
で
の
監
察
睦
制
に
新
し
い
分
野
が
充
賞
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
内
外
衛
所
の
倉
に
劃
し
て
も
、
監
察
御
史
が
涯
遣
さ
れ
た
。
明
史
巻
七
九
、
食
貨
志
倉
庫
の
僚
に
、

京
倉
以
御
史
、
戸
部
官
、
錦
衣
千
百
戸
、
季
更
巡
察
、
外
倉
則
布
政
按
察
都
司
、
開
防
之
、

と
あ
る
が
、
こ
の
御
史
の
巡
察
が
始
ま
っ
た
の
は
、
高
暦
禽
典
で
は
宣
徳
三
年
と
す
る
。
す
な
わ
ち
蔦
暦
舎
典
轡
二
二
、
内
外
各
倉
通
例
に
よ

宣
徳
三
年
奏
准
、
凡
設
内
外
衛
所
倉
、
毎
倉
置
一
門
、
務
日
某
衛
倉
、
三
間
第
一

願
、
厳
置
一
門
、
務
日
某
衛
某
字
競
廠
、
凡
牧
支
、
非

納
戸
及
闘
糧
之
人
、
不
許
入
、
毎
季
差
監
察
御
史
、
戸
部
属
官
、
錦
衣
衡
千
百
戸
各

一
員
、
往
来
巡
察
、
各
倉
門
、
以
致
仕
武
官
各
ニ

員
、
率
老
幼
寧
丁
十
名
看
守
、
半
年
更
代
、
倉
外
置
冷
鋪
、
以
箪
丁
三
名
巡
警
、
在
外
倉
、
都
布
按
三
司
、
設
法
開
防
、

巡
按
御
史
貼

親
、
凡
軍
民
像
盗
、
官
吏
斗
級
逼
向
者
、
正
犯
慮
斬
、
的
遁
所
盗
糧
入
官
、
全
家
護
漫
遠
充
軍
、

給
家
産
一
宇
賞
首
告
者
、
同
盗
能
首

@
 

者
、
兎
本
罪
、
亦
給
被
首
告
者
家
産
之
牢
充
賞
、
其
揖
納
虚
牧
、
及
虚
出
逼
閥
者
、

罪
同
像
盗
、
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れ
ば
、

と
い
い
、
宣
徳
三
年
に
お
か
れ
た
内
外
衛
所
の
倉
へ
の
巡
察
が
、

軍
民
へ
の
像
盗
不
正
の
防
止
を
企
圃
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
不
正
が
簡
単
に
止
め
得
る
も
の
で
は
な
く
、
な
お
績
い
て
京
衛
の
倉
に
劃
す
る
巡
察
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
、

宣
宗

貫
録
巻
一

O
O、
宣
徳
八
年
三
月
に
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
同
月
甲
戊
の
僚
に
、
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這
御
史
、
巡
察
京
街
倉
、
時
行
在
戸
部
奏
、
比
者
京
衛
監
支
軍
糧
官
及
倉
官
斗
級
等
、
多
街
私
情
、
或
稽
誤
月
日
、
或
高
下
餅
面
、
或
恒
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公
用
魚
名
滅
封
、
震
弊
多
端
、
使
軍
婦
齢
丁
、
待
支
日
久
、
十
不
得
其
五
六
、
食
用
不
足
、
故
多
失
所
請
、
令
御
史
往
来
巡
察
、
庶
糧
不

虚
腰
、
而
軍
象
寅
恵
、
上
従
之
、
白
命
行
在
都
察
院
、
掲
楊
禁
約
、

と
あ
り
、
そ
の
聞
の
事
情
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
が
、
首
問
暦
曾
典
巻
二
一

O
、
巡
倉
の
僚
に
よ
れ
ば
、

宣
徳
九
年
、
差
御
史
一
員
、
巡
現
在
京
倉
、
一
員
巡
視
逼
州
倉
、

と
、
京
倉
及
び
通
州
倉
へ
そ
れ
ぞ
れ
監
察
御
史
一
員
を
涯
遁
し
て
、
宣
徳
九
年
に
巡
倉
せ
し
め
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
内
府
庫
に
劃
し
て
も
御
史
が
差
遣
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
高
暦
禽
典
各
三

O
、
内
府
庫
の
僚
に
、

宣
徳
七
年
、
差
戸
部
主
事
一
員
、
同
棟
妙
御
史
、
給
事
中
、
巡
視
甲
子
等
庫
、
凡
各
慮
解
到
布
絹
紙
綿
、
卸
督
官
讃
人
等
、
照
洪
武
年
間

所
定
長
閑
丈
尺
牧
受
、
若
有
兜
撹
作
解
者
、
具
奏
一
挙
問
、

ばと
、あ

てコ

て

宣
徳
七
年
に
は
じ
め
て
御
史
、

給
事
中
が
甲
字
庫
な
ど
を
巡
視
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

同
禽
典
巻
二
一
O
、
巡
庫
の
僚
に
よ
れ
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宣
徳
九
年
、
差
御
史
一
員
、
曾
同
給
事
中
、
巡
視
甲
字
等
十
庫
、

と
い
い
、
宣
徳
九
年
に
巡
庫
の
た
め
の
監
察
御
史
が
渡
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
れ
と
関
係
の
深
い
巡
青
御
史
も
、
同
じ
く
宣
徳
九
年

に
始
め
て
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
蔦
暦
曾
典
巻
一
一
一

O
、
巡
青
の
僚
に
、

宣
徳
九
年
、
差
監
察
御
史
一
員
、
巡
視
各
慮
牧
草
、

馬
匹
、
不
許
間
時
帯
鞍
騎
坐
、
及
駄
載
等
項
、

一
員
、
提
督
象
牛
羊
等
房
鏡
糧
、

一
員
、
同
給
事
中
、
錦
衣
衛
官
、
巡
視
官
軍
騎
操

と
あ
る
が
、
特
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
北
京
付
近
の
馬
房
倉
場
で
あ
り
、
宣
宗
寅
録
巻
一
一
回
、
宣
徳
九
年
十

一
月
辛
卯
の
僚
に
は
、

行
在
戸
部
奏
、
北
京
養
象
馬
牛
羊
等
慮
倉
場
、
歳
牧
草
料
、
官
接
等
作
弊
百
端
、
民
運
至
経
月
不
枚
、
或
嘩
侵
損
使
之
勝
依
、
亦
有
盗
出

貨
買
者
、
亦
有
不
容
車
載
、
務
令
荷
措
倍
務
費
者
、
請
於
巡
視
倉
場
御
史
、
郎
中
、
員
外
、
主
事
内
、
分
遣
提
督
牧
受
、
遇
有
此
弊
、
奏

聞
治
罪
、
上
従
之
、
命
、
通
政
李
逼
等
、
往
来
督
察
、
仰
識
監
牧
御
史
等
官
、
務
皆
童
心
、
或
伯
前
弊
倶
罪
不
恕
、
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と
い
い
、
監
察
御
史
が
遇
政
司
官
瓦
び
錦
衣
衛
内
官
と
と
も
に
、
倉
場
の
草
料
牧
受
の
監
督
に
嘗
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
京
倉
及
び
温
州
倉
の
巡
視
を
は
じ
め
、
各
慮
の
馬
房
倉
場
の
巡
視
、
あ
る
い
は
甲
字
庫
等
の
巡
視
が
、
宣
徳
九
年
に
相

つ
い
で
貧
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
先
に
奉
げ
た
光
緯
寺
の
巡
親
も
こ
の
年
の
こ
と
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
個
々
に
施
行
さ
れ
た
も
の

で
な
く
、
そ
こ
に
密
接
な
関
連
が
あ
っ
て
貫
施
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
そ
れ
を
明
瞭
に
物
語
る
も
の
が
次

の
記
載
で
あ
り
、
園
朝
典
葉
巻
E
四
に
、

宣
徳
九
年
十
二
月
、
差
御
史
一
員
、
巡
視
京
倉
、
一
員
巡
視
、通
州
倉
、
一
員
巡
親
各
慮
牧
草
場
、
一
員
巡
親
甲
乙
字
等
庫
、
一
員
提
督
象

牛
羊
等
房
銭
糧
、
一
員
巡
現
光
乱
脈
寺
、
凡
内
外
官
員
人
等
、

多
支
食
料
、
及
需
索
騒
擾
者
、
皆
令
執
奏
、
先
是
楊
士
奇
一
言
、
南
方
運
糧
、

至
人
丁
人
力
甚
難
、
市
倉
庫
無
関
防
、
好
人
盗
痛
、
動
靴
千
首問
、
前
者
就
執
、
後
者
復
縫
、
悟
無
驚
呉
、
請
命
風
憲
、
開
防
巡
察
、
途
命

御
史
、
分
投
巡
視
、
至
今
一
年
一
代
云
、
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と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
巡
視
が
共
通
の
目
的
の
も
と
に
相
関
連
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
光
旅
寺
の
巡
視
も
そ
の

一
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

五

宣
徳
十
年
正
月
、
宣
宗
が
崩
じ
て
英
宗
の
世
と
な
っ
た
。
明
史
巻
入
二
に
、
「
英
宗
の
初
政
は
、
三
楊
、
軸
に
嘗
る
。
南
畿
の
撃
牧
す
る
賀

牛
四
高
を
減
じ
、
糖
、
蜜
、
果
品
、
据
捕
、
酷
油
、
茶
芽
、
夜
帯
粟
米
、
築
材
、
皆
な
減
省
す
る
こ
と
差
あ
り
、
諸
庭
の
捕
魚
官
を
撤
す
。
位

に
即
き
て
敷
月
、
婚
節
す
る
所
多
し
」
と
あ
り
、
光
旅
寺
に
関
連
す
る
事
項
を
と

っ
て
み
て
も
、
甚
だ
成
果
の
願
著
な
様
子
が
伺
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
英
宗
貫
録
巻
二
、
宣
徳
十
年
二
月
戊
辰
の
僚
に
は
、
光
旅
寺
の
糖
蜜
、
果
品
の
蓄
教
の
三
分
の
こ
を
減
じ
、
ま
た
光
職
寺
の
添
造
す
る

酷
脳
臓
の
難
鷲
猪
羊
二
蔦
七
千
隻
、
子
驚
二
千
隻
、
醗
油
四
千
斤
を
草
罷
す
る
こ
と
な
ど
を
記
し
、
同
書
巻
三
、

三
月
甲
申
の
僚
に
は
、
光
融
寺

の
歳
々
用
う
る
梗
米
三
高
一
千
石
、
精
米
一
高
一
千
石
、
粟
米
四
蔦
儀
石
、
粟
稲
穀
各
一

高

一
百
石
な
ど
を
減
じ
)
同
巻
入
、

宣
徳
十
年
入
月

177 
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丙
午
の
僚
に
は
、
光
旅
寺
の
厨
役
四
千
七
百
除
人
を
減
じ
て
、
五
千
人
に
留
め
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
英
宗
朝
初
政
の
緊
縮
政
策
は
、
一
一
際
賞
を
奉
げ
た
ら
し
く
、

同
巻
九
、

宣
徳
十
年
九
月
辛
巳
の
僚
に
、

行
在
戸
部
よ
り
奏
し

て
、
「
光
旅
寺
の
魚
の
供
用
不
足
に
つ
き
、
付
近
の
順
天
等
の
府
か
ら
例
の
如
く
排
納
さ
れ
た
い
」
と
い

っ
た
の
に
封
し
、
「
民
を
息
ま
せ
用
を

節
す
る
の
が
嘗
今
の
急
務
」
と
抑
え
て
お
り
、
同
巻
九
、
宣
徳
十
年
九
月
乙
酉
の
僚
に
も
、
「
光
旅
の
牲
畜
不
足
の
魚
、
京
城
廟
市
坊
庖
の
肥

臓
な
る
も
の
を
取
用
し
た
い
」
と
い
う
光
縁
寺
か
ら
の
奏
に
劉
し
、
民
を
苦
し
め
る
も
の
と
し
て
許
さ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
、
英
宗
の
初
世
に

は
、
三
楊
の
力
も
あ
っ
て
綱
紀
も
整
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
宣
徳
末
の
光
線
寺
の
巡
視
が
、

よ
り

一
層
充
貧
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
英
宗
貫
録
巻
入
、
宣
徳
十
年
八
月
丙
辰
の

僚
に
、
行
在
櫨
科
給
事
中
李
譲
が
五
事
を
上
言
し
た
中
に
、

近
訪
得
、
行
在
光
稔
寺
、
牧
受
在
外
府
州
鯨
粟
豆
米
橋
、

納
戸
雇
人
運
入
倉
、

多
被
厨
役
人
等
盗
取
、

致
令
納
戸
偲
貸
賠
補
、

喪
家
蕩
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産
、
乞
毎
月
輪
差
、
御
史
給
事
中
各
一
員
、

巡
視
開
防
、

と
あ
り
、
こ
れ
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
同
書
巻
九
、

宣
徳
十
年
九
月
庚
午
の
僚
に
よ
れ
ば
、

命
監
察
御
史
、
給
事
中
、
巡
視
行
在
光
緑
寺
厨
料
、
従
行
在
躍
科
給
事
中
李
一譲一
言
也、

と
い
い
、
監
察
御
史
が
給
事
中
と
と
も
に
、
こ
の
時
再
び
光
縁
寺
を
巡
視
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
園
椎
巻
二
三
、
宣
徳
十
年

八
月
丙
辰
の
僚
に
よ
れ
ば
、

始
命
御
史
給
事
中
、
巡
視
行
在
光
龍
寺
、
月
一
遣
、
従
薩
科
給
事
中
李
譲
之
言
、

と
い
い
、
園
稚
で
は
「
始
め
て
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
監
察
御
史
の
巡
視
光
旅
寺
は
こ
れ
が
最
初
で
な
い
こ
と
は
、
す

で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

」こ

の

「
始
め
て
」
を
「
月

一
遣
」
と
と
れ
ば
、

ま
さ
に
園
権
の
い
う
逼
り
で
あ
り
、
首
問
暦
曾
典
巻
一一一

七
、
光
融
寺
に
、

凡
本
寺
牧
納
一
腫
物
料
、
毎
月
堂
上
官
輪
流
一
員
、
舎
同
戸
科
給
事
中
、

監
察
御
史
、
各
一
員
、
責
令
各
戸
行
買
掛
、
於
本
寺
大
烹
門
内



験
枚
、

と
い
う
瞳
制
が
始
ま

っ
た
の
は
、
こ
の
宣
徳
十
年
八
月
の
時
黙
で
あ
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
お
い
て
、
明
代
光
椋
寺
の
創
設
か
ら
宣
宗
朝
に
至
る
ま
で
の
過
程
と
、
宣
宗

・
英
宗
朝
に
至

っ
て
始
ま

っ
た
光
雄
寺

へ
の
監
察
御
史

の
巡
視
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
も
と
も
と
光
株
寺
は
あ
ま
り
監
察
御
史
な
ど
の
介
入
を
受
け
つ
け
な
い
官
臆
で
あ
る
。
し
か
し
明
代
の
監

察
障
制
が
、
た
だ
に
十
三
道
の
巡
按
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
提
皐

・
巡
視
京
経
由・

清
軍

・
印
馬
・
屯
田
・

巡
瞳
・

巡
倉
・

巡
閲

・
償
運

・
巡

茶
・
巡
視
皇
城
・
巡
青

・
巡
視
光
旅
寺
・

巡
視
玉
城
な
ど
、

あ
ち
ゆ
る
分
野
へ
の
差
遣
を
賞
施
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
巡
視
光
旅
寺
も
例
外
で

+
i
h
h

ム
、
‘
っ
，
-
0

・t
T
カ

ナ
J

し
か
も
こ
の
宣
宗
朝
が
、
こ
れ
ら
の
差
遣
を
考
え
る
上
で
重
要
な
時
期
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
巡
視
光
様
寺
を
中
心
と
し

て
考
察
し
て
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た

つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
光
旅
寺
の
そ
の
後
の
進
展
や
、
そ
の
監
察
睦
制
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
検
討
す

べ
き
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
ま
た
別
の
機
曾
を
ま
つ
こ
と
に
し
た
い。
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註①
欽
定
績
文
献
通
考
各
五
五
参
照
。

②
遼
史
容
四
七
参
照
。

③

欽

定
綴
文
献
遇
考
各
五
六
、
宣
徽
院
の
傑
に
、
「
謹
按
馬
端
臨
考
、
宣
徽

院
始
於
唐
、
而
罷
於
宋
紹
聖
三
年
、

今
考
遼
金
元
倶
有
之
、
而
元
所
属
光
線

寺
、
至
明
則
覚
改
光
藤
寺
会
」
と
い
う
。

①

欽

定
綴
文
献
通
考
単
位
五
五
参
照
。

⑦
な
お
明
代
の
宣
徽
院
設
置
の
前
縦
は
、

そ
こ
に
殺
せ
ら
れ
た
向
食
、
街
酷

二
局
の
開
設
に
さ
か
の
ぼ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
二
局
は
至
正
二
十
五
年
七
月

丁
卯
に
創
設
さ
れ
た
。
太
租
賞
鎌
倉
一
七
、

七
月
了
卯
の
篠
に
、
「
置
向
食
、

向
酷
二
局
、
設
大
使
副
使
各
一
人
L

と
あ
る
。

⑤
明
初
の
諸
官
臆
諸
制
度
の
設
置
改
廃
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
代
監
察
制

度
序
説
」
(
史
窓
二

O
披
〉
参
照
。

①

太

組
貫
録
省
二
五
、
呉
元
年
九
月
笑
巳
の
篠
に
、
「
改
太
磐
監
、
震
太
磐

院
、
設
院
使
正
三
口問
、
同
知
正
四
品
、
院
剣
正
五
口
問
、
奥
簿
正
七
品
、
の
以

太
野
監
官
孫
守
呉
、
鴛
院
使
、

葛
景
山
魚
同
知
、
陸
惟
恭
、
杜
天
俸
篤
院

剣
L

と
あ
る
。
な
お
太
醤
監
は
、

至
正
二
十
六
年
六
月
醤
皐
提
皐
司
か
ら
改

め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
醤
翠
提
彦
司
は
朱
元
障
が
呉
王
を
稽
し
た
至
正
二

十
四
年
四
月
に
は
じ
め
て
設
置
し
た
。

①

太
組
貫
録
容
二
六
、
奥
元
年
十
月
丙
午
の
篠
に
、
「
改
太
史
監
、
矯
院
、

設
院
使
正
三
品
、
同
知
正
四
口問、

院
剣
正
五
口問、

五
官
正
六
ロ問
、
典
簿

・
雨

陽
司
時
序
郎
・

紀
候
郎
正
七
品
、

盤
肇
郎
・
保
章
正
正
八
品
、
副
従
八
品
、

'掌
暦
管
勾
従
九
口問、

以
太
史
監
令
劉
基
、
震
院
使
」
と
い
う
。
ち
な
み
に
太

史
監
は
至
正
二
十
五
年
七
月
壬
午
に
設
置
さ
れ、

劉
基
が
は
じ
め
て
太
史
令

と
な
っ
た
。

①

太

組
賓
鎌
倉
三
O
、
洪
武
元
年
二
月
壬
子
の
篠
に、

RJV 

「詔
復
衣
冠
、
如
唐
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制
、
初
元
世
組
、
起
自
朔
漢
、
以
有
天
下
、
悉
以
胡
俗
、
幽
反
易
中
園
之
制
、

〈
中
略
〉
、
其
縛
髪
椎
響
、
胡
服
胡
語
胡
姓
、
一
切
禁
止
、
創
酌
損
盆
、
皆
断

自
聖
心
、
子
是
百
有
徐
年
胡
俗
、
悉
復
中
関
之
奮
失
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
以

っ
て
朱
元
建
の
民
族
主
義
的
立
場
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
施
由
来
の
裁
に
謝

し
、
近
時
批
剣
的
な
意
見
が
出
た
。

こ
の
こ
と
は
元
明
交
代
期
に
お
け
る
朱

元
環
集
薗
を
如
何
に
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
る
。
詳
し
く
は
、

「
朱
元
環
許
償
問
題
嚢
編
」
ハ
楊
開
害
報
供
宙
服
従
〉
、
宮
崎
市
定
「
洪
武
か
ら

永
輔
衆
へ

l
初
期
明
朝
政
織
の
性
格
」
(
東
洋
史
研
究
二
七
の
四
〉
、
山
根
孝
夫

「
元
末
の
反
鋭
と
明
朝
支
配
の
確
立
」
(
岩
波
講
座
世
界
歴
史
一
一
一

l
中
世

六
)
等
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
宮
崎
博
士
の
論
考
に
お
い
て
、
こ
の
記
事
を

太
旭
貫
録
省
二
六
、
洪
武
二
年
二
月
壬
子
の
僚
と
し
て
傘
げ
て
お
ら
れ
る

が
、
昌
也
二
六
は
梁
鴻
志
本
に
の
み
見
ら
れ
る
容
数
で
あ
っ
て
、
他
の
縛
承
本

で
は
省
三

O
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
洪
武
二
年
は
印
刷
途
上
の
誤
り
で
あ

ろ
う
。

⑬
・
宣
徽
院
を
光
線
寺
に
改
嬰
し
た
こ
と
は
、
元
朝
程
制
の
院
組
織
に
封
す
る

超
克
と
考
え
ら
れ
、
同
日
に
太
史
院
も
司
夫
監
と
改
め
ら
れ
た
。
な
お
司
天

監
監
令
は
正
三
品
に
お
か
れ
た
が
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
回
目
司
天
監
の
監

令
は
正
囚
ロ
聞
で
あ
る
。

@
和
田
清
編
、
「
明
史
食
貨
志
課
註
」
九
六
三
頁
参
照
。

⑬
明
史
倉
七
四
、
上
林
苑
監
。
春
明
夢
徐
鎌
倉
六
二
、
上
林
苑
監
。
高
暦
曾

典
袋
二
二
五
、
上
林
苑
監
等
参
照
。

⑬
太
租
貫
録
谷
二
四
九
、
洪
武
三
十
年
春
正
月
己
卯
の
篠
に
、
「
改
太
常
光

線
二
司
、
震
寺
、
官
制
品
川
奮
」
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
太
租
賓
録
に
よ
れ
ば
、

洪
武
八
年
以
後
光
機
司
と
改
め
ら
れ
て
か
ら
も
、
記
録
の
上
で
は
し
ば
し
ば

光
線
寺
と
互
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
省
一
一
九
、
洪
武
十
一
年
七
月
己
亥

に
、
「
遺
光
線
寺
少
卿
徐
英
、
以
茶
紙
衣
服
、
往
宰
東
市
馬
、
得
馬
四
百
六

十
九
匹
」
と
あ
り
、
光
線
寺
と
書
か
れ
、
園
悼
鴨
谷
六
、
洪
武
十
二
年
四
月
庚

戊
の
傑
に

「光
被
寺
卿
徐
興
組
致
仕
、
賜
銀
妙
、
の
稼
之
」
と
あ
る
所
で
も

寺
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
太
組
寅
鎌
倉
二
三
三
、
洪
武
二
十
七
年
七
月
甲
寅

の
僚
で
、
寸
卓
ヰ
子
李
徳
成
(
中
略
〉
感
詔
、
擢
光
線
司
署
丞
」
と
あ
る
と
こ

ろ
を
、
園
椎
谷
六
、
同
日
の
傑
で
は
、
「
擢
徳
成
、
光
線
寺
署
丞
」
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
が
、
は
じ
め
か
ら
そ
の
よ
う
に
互
用
さ
れ
た
の
か、

あ
る
い
は
後
世
の
縛
潟
の
際
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

⑬
首
問
暦
曾
典
省
二
二
五
、
上
林
苑
監
の
篠
、
及
び
明
史
容
七
四
、
上
林
苑
監

の
篠
参
照
。

⑬
高
暦
曾
典
轡
二
二
五
、
上
林
苑
監
の
僚
に
よ
れ
ば
、
光
藤
寺
の
僚
に
示
す

敬
字
、
品
目
な
ど
と
必
ら
ず
し
も
同
じ
で
な
い
。
す
な
わ
ち

「
光
藤
寺
毎
年

取
用
慈
生
鶏
一
高
八
千
隻
、
鴨
一
千
隻
、
難
五
千
隻
、
長
行
線
灘
二
千
隻
、

頭
一
十
二
高
箇
」
、
「
光
線
寺
毎
年
取
用
肇
生
牛
八
百
隻
、
羊
五
百
隻
、
羊
兼

二
十
隻
、

長
行
酪
服
務
二
千
口
、
正
旦
冬
至
節
肉
務
一
千
口
L

‘
「
塗
光
線
寺

青
菜
二
十
四
高
七
千
八
百
斤
、
芥
子
七
石
八
斗
」
と
い
う
。

⑬
高
暦
曾
典
倉
一

一一

七
、
光
藤
寺
の
篠
参
照。

な
お
光
議
寺
に
納
め
ら
れ
る

物
品
に
つ
い
て
、
主
要
な
も
の
を
患
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

大
官
署

白
綬
米

細
粟
米

粟
穀

稽
穀

茶
豆

四
九
、

0
0
0石

五
五
、

0
0
0石

四、

0
0
0石

二、

0
0
0石

二
O
O石
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蘇
州
府
、
訟
江
府
、
常
州
府
、
嘉
輿

府
、
湖
州
府

山
東
、
河
南

大
名
府
、
順
徳
府
、
滋
安
府
、
河
南

" 
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蕎茶 小
委豆褒

三
五

O
石

二、

O
五

O
隻

て

三

O
O石

一
九
七
石

一
二
石

六
O
O石

二
O
石

七

O
石

て

六
O
O石

二、

0
0
0石

四
O
O石

九
O
O石

五
七
、

0
0
0斤

四
五
、

0
0
0斤

四
七
、

0
0
0斤

三、

0
0
0斤

一五、

0
0
0斤

三
、
八
七
八
斤

一
七
、
五
七
六
石

二ハ、

0
0
0石

九
‘
五

O
O石

五
O
石

大
名
府
、
順
徳
府
、
准
安
府
、
河
南

幅
削
江
等
慮

順 常
グ天グ州
府 府

等

11 
大
名
府

河
南
、
順
徳
府
、
大
名
府

山
東

直
隷
等
虎

一
繭
建
等
慮

11 11 11 11 
蘇
州
府
、
松
江
府
、
常
州
府
、

嘉
輿

府
、
湖
州
府

山
東
、
河
南
、
順
天
府
、
鹿
天
府

順
徳
府
、
大
名
府

順
天
府

葛
杭

碗
豆

大
安

准
麹

綿
潟
羊

祭
杷
羊

難
掌
麗
署

芝草蜘
菱乾核銀榛柿紅栗牙彦蓮稲大大白
米葡 桃杏子餅奈子薬薬肉皮青萎芝

萄 糞競
豆

八
、
六

O
O石

一
五

O
石

三
O
O石

田
四
O
、
0
0
0斤

一
O
、
七
五

O
隻

二
五

O
隻

，

三
七
、
九

O
O隻

一
O
、=一

O
O石

七
O
O石

=一

O
O石

二
O
石

四
O
、
0
0
0斤

二
四
、

0
0
0斤

五
三
‘
二

O
O斤

二
、
四

O
O斤

六
、
四

O
O
斤

七
O
、
四

O
O斤

六
九
、
六

O
O斤

四
九
、
六

O
O斤

一O
、
四

O
O斤

一
二
七
、
二

O
O斤

一
四
、
四
O
O斤

七
、
二

O
O斤

山
東
、
順
天
府

順
徳
府
ベ
慶
卒
府

順
天
府
、
順
徳
府
、
震
卒
府

張
家
湾
宣
諜
司

新
江
等
虎

山
東
、
河
南
、
大
名
府
、
順
徳
府
、

慶
卒
府

ー

山
東
、
河
南
、
大
名
府

順
天
府
、
順
徳
府
、
庚
卒
府

順
天
府

准
安
府
、
鳳
陽
府

江
西
等
鹿
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描

市

穀

蓮

子

四

O
O斤

尖

頭

榛

子

四

O
O斤

松

子

一

て

二

O
O斤

木

耳

一

O
、
五
六

O
斤

香

翠

八

、

0
0
0斤

花

板

七

、

二

O
O斤

杏

仁

六

、

八

O
O斤

土

厳

二

八

、

O
G
O斤

菌

香

一

、

四

O
O斤

碕

砂

一

、

二

O
O斤

薄

荷

一

、

九

二

O
斤

蒔

菊

八

O
O斤

蕗

茄

コ

一

、

五

二

O
斤

大

蒜

八

O
O斤

火
帯
摘
発
肉
一
二
、
四

O
O斤

乾

恵

一

一

九

、

二

ハ

O
斤

川

淑

六

、

八

O
O斤

子

鯛

魚

一

O
、
0
0
0斤

蕩

校

二

六

、

四

O
O斤

圃

限

二

六

、

四

O
O斤

茶

街

八

四

、

0
0
O斤

宵
堕
一
一
一

O
、
0
0
0斤

自

堕

三

二

、

0
0
0斤

祭

把

苑

一

五

O
口

肥

諸

一

八

、

九

O
O口
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江
西
等
虎

〈
但
し
右
の
表
で
は
、
主
要
な
項
目
に
つ
い
て
、
原
則
的
な
数
を
穆
げ
、
時

代
と
と
も
に
費
更
さ
れ
た
具
鰻
的
な
激
は
省
略
し
た
。
高
暦
曾
典
出世一

一

回
、
一
一
五
、

一
一
六
参
照
)

⑫

併

誕

節
祭
は
嘉
靖
十
四
年
綴
止
さ
れ
、
四
月
五
日
薦
委
の
行
事
に
か
え
ら

れ
た
。

⑬
明
史
容
八
二
、
食
貨
志
上
供
採
造
の
傑
c

太
組
貫
録
各
八
六
、
洪
武
六
年

十
一
月
己
未
の
傑
に
は
、
「
泌
州
遺
官
、
貢
人
参
、
上
議
之
目
、
験
問
、
人

参
得
之
甚
銀
、
山霊
不
出
刀
民
、
今
後
不
必
進
、

如
用
嘗
遺
人
白
取、

因
謂
省
匡

日
、
往
年
金
華
貢
香
米
、
朕
命
止
之
、
途
於
苑
中
種
回
数
十
畝
、
毎
怒
粁
刈

穫
之
際
、
親
往
観
之
、
足
以
自
遁
、
及
計
所
入
亦
足
供
用
、
朕
飲
酒
不
多
、

太
原
換
進
蒲
萄
酒
、
自
今
亦
令
其
勿
進
、

園
家
以
養
民
篤
務
、
量
以
口
腹
累

人
哉
、
嘗
閥
、
宋
太
租
家
法
、
子
孫
不
得
於
遠
方
取
珍
味
、
甚
得
胎
謀
之
道

也
」
と
い
う
。

⑬

明

史

容
八
二
、
食
貨
志
採
遣
の
係
。

⑫

和

田

清
編

「
明
史
食
貨
志
誇
注
」
九
六
五
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
本
文
で

は
、
「
君
熱
奥

(正
局
)
足
」
と
し
て
奥
字
を
鷲
字
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
、

や
は
り
奥
字
に
す
べ
き
で
あ
り、

熟
字
は
執
字
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ

》
円
ノ
。

@
明
由
入
品
也
八
二
、
食
貨
志
採
造
の
僚
に
は
、
「
副
都
御
史
、
諌
言
、
有
司
給

買
鱗
物
料
領
、
十
不
償
て
無
異
空
取
」
と
い
う
。
な
お

「
無
異
白
取
」
の

白
字
を

「
明
史
食
貨
志
謬
注
」
で
は

「
無
異
白
取
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
白

{
子
が
正
し
い
J

⑧

会

山

堂
別
集
車
也
九
一
で
は
、
永
築
五
年
六
月
己
亥
の
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
庚
子
と
す
る
方
が
正
し
い
。

⑧
宣
官
が
光
被
寺
に
胸
奥
し
た
の
は
、
す
で
に
そ
の
以
前
に
み
ら
れ
る
。
す
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な
わ
ち
実
山
堂
別
集
魯
丸
O
に
、
「
洪
武
二
十
八
年
九
月
辛
酉
、
重
定
内
世
間

監
司
庫
局
、
奥
諸
門
官
、
弁
東
宮
六
局
、
王
府
承
奉
等
官
職
秩
、
(
中
略
)

向
膳
監
、
門
事
供
養
奉
先
殿
、
弁
御
膳
、
奥
宮
内
食
用
之
物
、
叉
督
光
被
司
供

奉
宮
内
諸
鐙
宴
飲
食
之
事
」
と
い
う
。
し
か
し
永
築
五
年
の
上
林
苑
監
の
場

合
は
、
同
書
に
、
「
永
築
五
年
三
月
辛
巳
、
復
改
上
林
署
、
震
上
林
苑
監
、

秩
正
五
品
、
有
左
右
副
丞
典
簿
之
属
、
凡
設
十
署
、
秩
正
七
品
、
倶
以
内
臣

及
文
職
相
粂
之
、
(
不
審
何
年
革
内
臣
)
」
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
密
接
な
も

の
と
な
っ
た
。

@
「
明
史
食
貨
志
誇
注
」
九
七
二
頁
参
照。

@
宣
宗
賓
鎌
倉
八
五
、
宣
徳
六
年
十
二
月
丙
申
の
係
、
及
び
禽
山
堂
別
集
容

九
一

。

@
園
朝
典
嚢
単
位
六
三
、
光
線
寺
の
係
参
照
。

@
春
明
夢
徐
録
省
二
七
で
は
「
厨
士
」
と
い
い
、
園
朝
典
会
答
六
三
で
は

「
厨
役
」
と
い
う
。

⑧
宣
宗
貫
録
容
三
六
、
宣
徳
三
年
二
月
甲
寅
の
篠
。
な
お
、
高
暦
曾
奥
谷
二

一
O
、
清
箪
の
僚
に
は
「
宣
徳
二
年
、
遺
給
事
中
、
御
史
、
各
十
四
員
、
往

各
虞
清
理
軍
役
」
と
い
い
、
春
明
夢
徐
録
名
四
八
、
都
察
院
の
僚
に
も
、

「
宣
徳
二
年
、
差
御
史
各
庭
、
清
軍
」
と
い
い
、
そ
の
時
期
を
宣
徳
二
年
と

し
て
い
る
。

@
園
権
容
二
二
、
宣
徳
七
年
六
月
了
酉
の
傑
に
は
、
「
始
遺
御
史
、

巡
閲
居

庸
開
外
長
安
嶺
濁
石
龍
門
天
城
諸
開
隆
」

と
あ
り
、
宣
宗
貫
録
で
こ
れ
に
相
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臆
す
る
記
事
は
、
同
七
年
六
月
己
亥
に
あ
る
。

高
暦
曾
曲
円
程
一一一

O
、
巡
閥

の
僚
で
は
、
「
宣
徳
七
年
令
、
居
庸
閥、

直
抵
龍
泉
閥
一
帯
、
山
海
閥
、
直

抵
古
北
口

一
帯
、
毎
年
各
差
監
察
御
史

一
員
、
請
勅
前
去
、
公
同
各
該
分
守

守
備
等
項
、

内
外
官
員
、
巡
視
関
口
、
貼
間
軍
士、

整
筋
器
機
、
操
演
武

襲
、
弁
受
理
守
閥
人
等
、
一
態
詞
訟
、

就
彼
愛
落
、
不
許
軍
衡
有
司
、
撞
便

拘
提
、
有
慎
守
把
、
如
守
備
等
官
、
有
罷
軟
疾
弱
、
不
堪
任
事
之
人、

指
貫

目
円
奏
替
換
」
と
、
か
な
り
具
種
的
に
そ
の
綾
子
を
説
明
し
て
い
る。

@

「

明
史
食
貨
士
山
課
注
」
三
五
六
頁
参
照
。

@

倉

場
の
綱
紀
の
乱
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
宣
宗
貫
録
容
五
回、

宣
徳
四

年
五
月
辛
未
の
僚
に
、
「
上
御
奉
天
門、

議
行
在
戸
部
向
書
郭
敦
等
目
、
近

屡
有
言
、

京
師
及
通
州
各
衡
倉
場
、
象
馬
牛
羊
等
房
、
収
支
殺
相
側
、
官
撹
人

等
、
玩
法
欺
公
、
取
受
財
物
、
虚
出
貫
牧
、
惟
貧
而
無
財
者
、

則
牧
本
色
、

加
以
考
掠
、
数
倍
増
枚
、
既
枚
叉
像
盗
入
己
、
其
激
動
以
千
計
」
と
い
う。

而
し
て
蔦
暦
曾
典
の
巡
青
の
僚
に
は
、
遇
政
司
の
遇
政
を
彦
、げ
て
い
な
い

が
、
同
じ
く
曾
曲内容
二
三
の
馬
房
倉
場
通
例
に
は
、
「
宣
徳
九
年
、
令
監
察

御
史
、
井
戸
部
主
事
、
於
象
馬
牛
羊
等
房
倉
場
、
監
督
枚
受
草
料
、
の
令
内

官
一
員
、
遇
政
司
通
政
一
員
、
往
来
提
督
」
と
あ
る
。

- 55-

付
記

本
稿
は
昭
和
四
五
年
度
科
皐
研
究
費
(
一
般
研
究
C
〉
に
よ
る
成
果

の
一
部
で
あ
る。


